
なぜ学習するか 

校長  徳江武司 

 昔、「なぜ算数の勉強をするのですか」と子どもから質問されたことがあります。私は「考え

る練習をしているんだよ」と答えました。算数の問題を通して、世の中の課題を解決するための

練習をしているという意味です。例えば、垂直と平行の学習で「ドアの上と下のレールが平行で

なかったら、ドアが開かない」「つかえてしまう」ということまで考えるようにします。すると

学習が生活と結び付き、世の中へ目が広がります。 

 ジャーナリストの日向野一生さんは、「学校ものかたり」という本の中で次のようなことを述べ

ています。 

『人とのお付き合いのために「国語」があり、買い物でおつりを間違えないために「算数」があ

り、新たなる便利なものづくりのために「理科」があり、同じ過ちを犯さないために「社会」が

あり、笑顔のために「音楽」がある。先人の幸せになるための知恵が凝縮されているのであ

る。』 

 子どもたち一人ひとりが目的をもって学習し、社会に出たときに通用する思考力・判断力・表現

力を身に付けてほしいです。 
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